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1 はじめに

近年，無線LANや携帯電話などの急速な普及に伴い，高
速かつ信頼性の高い通信技術の実現が強く要求されている．
本研究では，協調無線通信の代表的なプロトコルである
Amplify-and-Forward(AF) と Decode-and-Forward(DF)

の性能分析を行い，これらのメリットを生かした選択性
プロトコル (Selectivity ADF，SADF)を提案する．

2 協調無線通信システム
MIMO無線通信は，複数のアンテナで受信することに

よりフェージングに強く，品質を維持した安定な通信が可
能になる．しかし，携帯端末に複数のアンテナを配置する
ことは，物理的に困難である．そこで提案されたのが協調
無線通信システムである．協調無線通信システムは，基地
局と宛先局の間に中継局をおくことで仮想的にアレーアン
テナを構築し，ダイバーシチ通信が実現できる．

3 SADFの提案
3.1 SADFのシステムモデル

本研究では，AFと DFのメリットを生かした新しい協
調ダイバーシチプロトコル（SADF）を提案する．図 1に
SADFのシステムモデルを示す．

図 1: SADFプロトコルチャネルモデル

協調端末間のチャネル情報により判定基準を設け，中継
局が増幅または復号のどちらの処理を行うかを選択してか
ら信号を転送する．この考案したプロトコルを SADFと
名づける．
3.2 SADFの性能分析

ここで両者はチャネル情報の中でもチャネル情報 hSRの
影響を強く受けていることが判明した．そこで，SADFで
は中継局において以下の 2つの判定基準を設ける．1つ目
は，チャネル情報 hSR を考慮したチャネル特性 ISR を目
標伝送率 Rと比較する．[1]

ISR =
1

2
log2(1 + |hSR|2ρ) (1)

2つ目は，基地局→中継局にリレーする際の信号対雑音
比 (SNR:Signal Noise Ratio)を γSRとし，しきい値を γth
として比較する．[2]

γth = PS
|hSR|2

G1
(2)

4 シミュレーション
SADFと AF，DFを単体で用いた場合との性能比較を

基地局→中継局，中継局→宛先局のチャネル情報を 3つの
パターンにわけて行う．まず，2つの判定基準でそれぞれ
AF/DFを選択する．その後，両方の条件に当てはまらな
い場合

AFを選択　→　 SADF1

DFを選択　→　 SADF2

とし，図 2，図 3，図 4に示す．総送信電力は P=1とし，
目標伝送率は 0.5，hRD = 1と設定する．また，性能評価
法として符号誤り率（SER:Symbol Error Rate）と信号雑
音比（SNR）を用いて各プロトコルを比較する．グラフは
縦軸に SER，横軸に SNRを図示している．
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図 2: hSR=1，hRD=1
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図 3: hSR=10，hRD=1
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図 4: hSR=10，hRD=10

5 まとめ
本研究では，協調無線通信の代表的なプロトコルである

AFと DFの性能分析を行い，これらのメリットを生かし
た SADF を提案してシミュレーションを行った．シミュ
レーション結果より，SADFを用いることでAFとDFを
単体で用いる場合よりも符号誤り率が低くなっていること
が確認できた．このことから，SADFを用いることで通信
の品質を向上することを示している．
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